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2 高齢者肺炎ーその病態と治療

筑波大学臨床医学系呼吸器内科

関沢清久

坊主国こおナるIfti酬とよる死亡即日却l庇亡芳で第4

位をしめる。 ftfl淡によ~亡率を年曹WJIJにみると、伍

長乱入ヒの融情が約包信であり、fI市掬こよる舵:の殆

と}主軸惜でzあることカ涼されている。さらに榔曲ご

輔を、糊羽仁殉二宮をとると、72-73歳くちしゅら死

亡鞠曾よ昇する。近年のE開明命の延民主必側そjに

謝情人口の物日酬い、 Z四年口ま人日制悩%、

実こ4入に1刈鴇齢者で劫られると子組IJさ打ている。

腕紡潤齢者にとり沼こ至引宵である限り、 H可決による

頁tが併麦さらlコ勘Uすると考えられる。寝泊緒附掬ま
繰り返υ起こる、長辞肋】ら抗生斉I$:t蹴性の脳細こよ
り発症するなど、若存者に見られる肺炎討課なる特徴

坦φうする。従って、脳芳1$:よる御劇こ帥f堺fJ切り
新し時調主坊申告プJ雪盟されている。そのためには

噛糊彬g猷冒鱒芋とそれに基づ、く対策的ι聖ぜある。
芥事長白黒帰主輔補l峨鞠定。湯も重要問調玉!φーっ
と考えられている。老刈丙党で2市人均百齢者を二毎朝

練実しガl械傍性率をみると、主主酎弟蟻紛|皆掛jj出

控室患者計まJl首理主のない患部こ比べておヨ6倒市炎

¢発生鞠塙かった昌国刻出品購鰐者では日中り燕

下鳳扮精汗している拭調時A寝判ご膜下戚ナテスト
を行う胡宮下鳳tc曙しい低下古称られたo頭二車糠
抑ご方煩，rt型可白首較〉イン少フムクロライドを歯に付者

させ、主混乱調司口)閉村3脅す出したインジウムクロラ
イドの附村取り込みをみると、通底核H掛癌E患者で

借切%仰謝主宰む云し乙また、日首題提、者で~j咳反

射も淵耕1に著しく{底下する。商備でも寝てしミる聞こ

唖叡1旬l寺6-:18m陸生される抗男繍跡併j口府Fさ
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れている。脳霊盤情にみられ引捌叫坊御殿;1の低

刊主 H臓の口腔tl臨賠|デ叫溜をきたし、同駅

前王する咳闘すの{貯は、 Ul留し胡朋蜘闘を'含
臼爵碇や分合胸の気島付侵入容容易問『る。そ切結

果、繰り返し五期信することにより、マJカfてfI制こおけ

~醒拠瑚鮪路畝R材劫溌尉る。

多発問j卦毘塞患者切柑叙志野主のある患者では曙

J知~O)tfプスタンスP"制紗してし喝。カゆる患者
で、逆にサブスタンスP腕土i併円のある悶蝿穀Jプサ

イシンをII[!隣村に沼汰すると、体了F周虻改善。祢ら

れる。従って、"因E貯陣頁領助ηサブスタンスP量を

糊防磁調jカW糊|反l'I鮪閲耳射プるb考えられる。
実際駅下~(]軽駒ある高齢者4ごサブスタンスPのわ将

阻割乍用のあるアンギオテンシン却費再開きroJ阻害
剤を二部下服させたところ、明間=悶帯主史書初旬ら

れた。さらに二4私V悲鳴耕払?で、日過湛露な賭主の

ある高血庄智者でICE阻害狩jを投与された君事ま{t!Y)

a惜崩jやβ遮酬を投与され泊I手りが有意に肺
炎坊自信~J~紗し乙

これま桶齢者lili1以縦揺釈殆どか市足掛!日司こっての
材育訓:てきた抗争|結局劃矧貰を柑読また閥抗肘七

することにより調儲jJr映を予院できる可倒的りら

州 j::.， 併麦、規l蜘大きゅ開こより謝補!械に
対する剰M却まを確立する」ど、更の切る。




